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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成21年11月26日(2009.11.26)

【公開番号】特開2001-343903(P2001-343903A)
【公開日】平成13年12月14日(2001.12.14)
【出願番号】特願2000-163390(P2000-163390)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｆ   9/00     (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   9/30     (2006.01)
   Ｈ０１Ｊ   5/52     (2006.01)
   Ｈ０１Ｊ  29/92     (2006.01)
   Ｈ０１Ｊ  31/12     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/68     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｆ   9/00    ３４８Ｌ
   Ｇ０９Ｆ   9/00    ３３８　
   Ｇ０９Ｆ   9/30    ３６０　
   Ｈ０１Ｊ   5/52    　　　　
   Ｈ０１Ｊ  29/92    　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｊ  31/12    　　　Ｃ
   Ｈ０４Ｎ   5/68    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成21年10月8日(2009.10.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】電極の相互接続方法及び画像表示装置の製造方法
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　第１の基板上に形成された第１の電極と、前記第１の電極に対応する
第２の電極を備えるＦＰＣとを、異方性導電フィルムを介して接続する電極の相互接続方
法であって、
　第１の基板上に金属粒子を含むペーストを印刷し焼成して第１の電極を形成する工程と
、
　前記第１の電極の表面が非研磨状態のまま、異方性導電フィルムを前記第１の電極の前
記表面とＦＰＣが備える第２の電極との間に設けた後に、前記第１の電極と前記第２の電
極とを前記異方性導電フィルムを介して熱圧着することによって前記第１の電極と前記第
２の電極とを接続する工程と、を含み、
　前記熱圧着を行う前における、前記第１の電極の表面粗さＲｚと前記異方性導電フィル
ムに含まれる導電性粒子の粒子径Ｄとが、
Ｒｚ≦Ｄ
の関係を満たすように前記第１の電極を形成することを特徴とする電極の相互接続方法。
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　　【請求項２】　前記熱圧着を行う前における、前記第１の電極の表面粗さＲｍａｘと
、前記異方性導電フィルムの前記導電性粒子の粒子径Ｄとが、
Ｒｍａｘ＞Ｄ
の関係を満たしており、
　前記熱圧着を行った後における、前記第１の電極の表面粗さＲｍａｘと、前記異方性導
電フィルムの前記導電性粒子の粒子径Ｄとが、
Ｒｍａｘ≦Ｄ
の関係を満たすように、前記熱圧着を行うことを特徴とする請求項１に記載の電極の相互
接続方法。
　【請求項３】　前記第１の電極は、
　前記金属粒子を含み所定の粘度を有するペーストを用いて、一対の土手となるように、
印刷した後に焼成することで、一対のパターンを形成する工程と、
　前記一対のパターンを形成する工程の後に、前記金属粒子を含み前記所定の粘度よりも
低い粘度を有するペーストを、前記一対のパターンの間を埋めるように印刷した後に焼成
する工程と、
　によって形成されることを特徴とする請求項１又は２に記載の電極の相互接続方法。
　　【請求項４】　前記金属粒子がＡｇであることを特徴とする請求項１乃至３のいずれ
か１項に記載の電極の相互接続方法。
　　【請求項５】　電子ビームを発生する電子放出素子と該電子放出素子に接続する第１
電極とが設けられた第１の基板と、前記電子放出素子が発生する電子ビームが衝突するこ
とにより発光する蛍光体が設けられた対向基板と、を備えると共に、前記第１の電極に異
方性導電フィルムを介してＦＰＣが備える第２の電極が接続されている、画像表示装置の
製造方法であって、
　第１の基板上に金属粒子を含むペーストを印刷し焼成して第１の電極を形成する工程と
、
　前記第１の電極の表面が非研磨状態のまま、異方性導電フィルムを前記第１の電極の前
記表面とＦＰＣが備える第２の電極との間に設けた後に、前記第１の電極と前記第２の電
極とを前記異方性導電フィルムを介して熱圧着することによって前記第１の電極と前記第
２の電極とを接続する工程と、を含み、
　前記熱圧着を行う前における、前記第１の電極の表面粗さＲｚと前記異方性導電フィル
ムに含まれる導電性粒子の粒子径Ｄとが、
Ｒｚ≦Ｄ
の関係を満たすように前記第１の電極を形成することを特徴とする画像表示装置の製造方
法。
　　【請求項６】　前記熱圧着を行う前における、前記第１の電極の表面粗さＲｍａｘと
、前記異方性導電フィルムの前記導電性粒子の粒子径Ｄとが、
Ｒｍａｘ＞Ｄ
の関係を満たしており、
　前記熱圧着を行った後における、前記第１の電極の表面粗さＲｍａｘと、前記異方性導
電フィルムの前記導電性粒子の粒子径Ｄとが、
Ｒｍａｘ≦Ｄ
の関係を満たすように、前記熱圧着を行うことを特徴とする請求項５に記載の画像表示装
置の製造方法。
　　【請求項７】　前記第１の電極は、
　前記金属粒子を含み所定の粘度を有するペーストを用いて、一対の土手となるように、
印刷した後に焼成することで、一対のパターンを形成する工程と、
　前記一対のパターンを形成する工程の後に、前記金属粒子を含み前記所定の粘度よりも
低い粘度を有するペーストを、前記一対のパターンの間を埋めるように印刷した後に焼成
する工程と、
　によって形成されることを特徴とする請求項５又は６に記載の画像表示装置の製造方法
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。
　　【請求項８】　前記金属粒子がＡｇであることを特徴とする請求項５乃至７のいずれ
か１項に記載の画像表示装置の製造方法。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　即ち図１０（ａ）のように、印刷で形成された電極３０３の断面形状は、凹凸が大きく
表面粗さが粗いため、ＦＰＣ３０６のＦＰＣ配線３０７とを接合するとＡＣＦ３２０の導
電粒子３２１が電極３０３の凹凸内に入りこみ、電極３０３の一部でしか接合されていな
いことが観察されている（図１０（ｂ），（ｃ）参照）。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　本発明の電極の相互接続方法は、第１の基板上に形成された第１の電極と、前記第１の
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電極に対応する第２の電極を備えるＦＰＣとを、異方性導電フィルムを介して接続する電
極の相互接続方法であって、第１の基板上に金属粒子を含むペーストを印刷し焼成して第
１の電極を形成する工程と、前記第１の電極の表面が非研磨状態のまま、異方性導電フィ
ルムを前記第１の電極の前記表面とＦＰＣが備える第２の電極との間に設けた後に、前記
第１の電極と前記第２の電極とを前記異方性導電フィルムを介して熱圧着することによっ
て前記第１の電極と前記第２の電極とを接続する工程と、を含み、前記熱圧着を行う前に
おける、前記第１の電極の表面粗さＲｚと前記異方性導電フィルムに含まれる導電性粒子
の粒子径Ｄとが、
Ｒｚ≦Ｄ
の関係を満たすように前記第１の電極を形成することを特徴とする。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　本発明の電極の相互接続方法の一態様において、前記熱圧着を行う前における、前記第
１の電極の表面粗さＲｍａｘと、前記異方性導電フィルムの前記導電性粒子の粒子径Ｄと
が、
Ｒｍａｘ＞Ｄ
の関係を満たしており、
　前記熱圧着を行った後における、前記第１の電極の表面粗さＲｍａｘと、前記異方性導
電フィルムの前記導電性粒子の粒子径Ｄとが、
Ｒｍａｘ≦Ｄ
の関係を満たすように、前記熱圧着を行う。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　本発明の電極の相互接続方法の一態様において、前記第１の電極は、前記金属粒子を含
み所定の粘度を有するペーストを用いて、一対の土手となるように、印刷した後に焼成す
ることで、一対のパターンを形成する工程と、前記一対のパターンを形成する工程の後に
、前記金属粒子を含み前記所定の粘度よりも低い粘度を有するペーストを、前記一対のパ
ターンの間を埋めるように印刷した後に焼成する工程と、によって形成される。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　本発明の電極の相互接続方法の一態様において、前記金属粒子がＡｇである。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００３６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　本発明の画像表示装置の製造方法は、電子ビームを発生する電子放出素子と該電子放出
素子に接続する第１電極とが設けられた第１の基板と、前記電子放出素子が発生する電子
ビームが衝突することにより発光する蛍光体が設けられた対向基板と、を備えると共に、
前記第１の電極に異方性導電フィルムを介してＦＰＣが備える第２の電極が接続されてい
る、画像表示装置の製造方法であって、第１の基板上に金属粒子を含むペーストを印刷し
焼成して第１の電極を形成する工程と、前記第１の電極の表面が非研磨状態のまま、異方
性導電フィルムを前記第１の電極の前記表面とＦＰＣが備える第２の電極との間に設けた
後に、前記第１の電極と前記第２の電極とを前記異方性導電フィルムを介して熱圧着する
ことによって前記第１の電極と前記第２の電極とを接続する工程と、を含み、前記熱圧着
を行う前における、前記第１の電極の表面粗さＲｚと前記異方性導電フィルムに含まれる
導電性粒子の粒子径Ｄとが、



(6) JP 2001-343903 A5 2009.11.26

Ｒｚ≦Ｄ
の関係を満たすように前記第１の電極を形成することを特徴とする。
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　本発明の画像表示装置の製造方法の一態様において、前記熱圧着を行う前における、前
記第１の電極の表面粗さＲｍａｘと、前記異方性導電フィルムの前記導電性粒子の粒子径
Ｄとが、
Ｒｍａｘ＞Ｄ
の関係を満たしており、前記熱圧着を行った後における、前記第１の電極の表面粗さＲｍ
ａｘと、前記異方性導電フィルムの前記導電性粒子の粒子径Ｄとが、
Ｒｍａｘ≦Ｄ
の関係を満たすように、前記熱圧着を行う。
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　本発明の画像表示装置の製造方法の一態様において、前記第１の電極は、前記金属粒子
を含み所定の粘度を有するペーストを用いて、一対の土手となるように、印刷した後に焼
成することで、一対のパターンを形成する工程と、前記一対のパターンを形成する工程の
後に、前記金属粒子を含み前記所定の粘度よりも低い粘度を有するペーストを、前記一対
のパターンの間を埋めるように印刷した後に焼成する工程と、によって形成される。
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　本発明の画像表示装置の製造方法の一態様において、前記金属粒子がＡｇである。
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】削除
【補正の内容】
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